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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、ホスホセリン含有タンパク質に結合してシグナル伝達を媒介する14-3-3タンパク質ファミリーに属します。この高度に保存されたタンパク質ファミリーは植物と哺乳類の両方に見られ、このタンパク質はマウス、ラット、ヒツジの相同遺伝子と99%同一です。コードされているタンパク質はIRS1タンパク質と相互作用し、インスリン感受性の調節に関与していることが示唆されています。この遺伝子には、5' UTRが異なるものの同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年10月],注意：当初（PubMed:1577711）はホスホリパーゼA2活性を持つと考えられていました。,機能：広範囲の一般および特殊シグナル伝達経路の制御に関与するアダプタータンパク質。通常、ホスホセリンまたはホスホトレオニンモチーフを認識することで、多数のパートナーと結合します。結合すると、一般に結合パートナーの活性が調整されます。,PTM:脳特異的なデルタ型は、リン酸化される点でゼータ型とは異なります（類似性による）。MAPK8によるSer-184のリン酸化は、BAXの解離とミトコンドリアへの移行を促進します。PKAによるSer-58のリン酸化は、YHAEおよびTP53とのホモ二量体化およびヘテロ二量体化を阻害します。このリン酸化は、スフィンゴシンによって活性化されるようです。Thr-232のリン酸化は、RAF1との結合を阻害します。,類似性:14-3-3ファミリーに属します。,細胞内位置:ステージIからステージIVのメラノソームに位置します。,サブユニット:ホモ二量体。YWHAEとヘテロ二量体を形成します。ホモおよびヘテロ二量体化は、Ser-58のリン酸化によって阻害されます。 FOXO4、NOXA1、SSH1、および ARHGEF2 と相互作用します。PCTK1 および BSPRY と相互作用します (類似性による)。WEE1 (C 末端) と相互作用します (類似性による)。MLF1 (リン酸化型) と相互作用します。この相互作用により MLF1 は細胞質内に保持されます (類似性による)。Thr リン酸化 ITGB2 と相互作用します (類似性による)。Pseudomonas aeruginosa exoS (非リン酸化型) と相互作用します。BAX と相互作用します。この相互作用は細胞質内で発生します。ストレス条件下では、MAPK8 を介したリン酸化により BAX がミトコンドリアに放出されます。リン酸化 RAF1 と相互作用します。YWHAZ が Thr-232 でリン酸化されると、この相互作用は阻害されます。TP53 と相互作用しますABL1（リン酸化型）と相互作用し、この相互作用によりABL1は細胞質内に保持されます。AANAT（Thr-31リン酸化型）と相互作用し、脱リン酸化および／またはタンパク質分解を阻害し、基質結合を安定化することで、AANAT酵素活性を調節します。その後、2分子目のAANAT（Ser-205リン酸化型）が、同様の効果でもう一方のYWHAZモノマーに結合することができます。AKT1と相互作用し、この相互作用によりYWHAZがリン酸化され、二量体形成が調節されます。
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;卵母細胞減数分裂;神経栄養因子;病原性大腸菌感染症;
	画像データ
	

	14-3-3ゼータ/デルタ抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	14-3-3ゼータ/デルタ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	14-3-3ゼータ/デルタ抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

